
上野にある「お江戸上野広小路亭」にお邪魔

しました。寄席で思いっきり笑いましょう！

知的財産に関連した書籍をご紹介いたします。

そうだ！寄席に行こう！

ブックステーション

活用方法を初心者目線でチェック

します。是非これを機に

お試し下さい。

HYPAT-i の概念検索 ２面

３面

４面

第２回は大阪営業所を取り上げます。

発明通信社 営業所紹介 ４面

問
合
先
は
こ
ち
らパソコン電子出願ソフトサポートセンター

電話 03-5744-8534（直通）

（独）工業所有権情報・研修館情報提供部
　　　　　　　　　             電子出願担当
電話 03-3581-1101（内線 2508）

インターネット出願ソフトの環境設定・
操作方法・仕様・障害等

インターネット出願について

インターネット出願への
一本化

インターネット出願への
一本化

特許庁
独立行政法人工業所有権情報・研修館

    

現
在
、
特
許
庁
で
は

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
を
利
用
し

た
電
子
出
願
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電
子

出
願
の
二
通
り
の
電
子
出

願
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
平
成
22
年
3
月
末
に

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
を
利
用
し

た
電
子
出
願
を
廃
止
し
、

平
成
22
年
4
月
か
ら
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
へ
一

本
化
と
な
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
出
願
を
利
用

し
て
い
る
方
は
、
早
期
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
に

切
り
替
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願

ソ
フ
ト
を
提
供
し
て
い

る
（
独
）
工
業
所
有
権
情

報
・
研
修
館
（
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ

Ｔ
）
で
は
平
成
22
年
4
月

ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

出
願
の
一
本
化
が
円
滑
に

実
現
で
き
る
よ
う
に
、
移

行
さ
れ
る
方
や
こ
れ
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
を

始
め
る
方
の
た
め
に
、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
説
明

会
」（
平
成
21
年
7
～
12

月
、
全
国
47
都
道
府
県
51

回
）
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
基
本
事
項
だ
け
で
な

く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願

へ
移
行
す
る
際
の
注
意
事

項
等
に
つ
い
て
の
説
明
も

あ
り
ま
す
（
詳
細
は
Ｉ
Ｎ

Ｐ
Ｉ
Ｔ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

http://w
w

w
.inpit.go.jp

参
照
。）。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願

ソ
フ
ト
に
つ
い
て
は
利
便

性
の
向
上
が
図
ら
れ
、
平

成
22
年
1
月
に
リ
リ
ー
ス

さ
れ
る
新
し
い
バ
ー
ジ
ョ

ン
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
用
の

パ
ソ
コ
ン
出
願
ソ
フ
ト
３

の
利
用
停
止
に
よ
る
ユ
ー

ザ
の
混
乱
を
避
け
る
た

め
、
パ
ソ
コ
ン
出
願
ソ
フ

ト
３
の
持
っ
て
い
た
Ｐ
Ｃ

Ｔ
「
国
際
出
願
」
機
能
を

追
加
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
（
詳
細
は
リ
リ
ー

ス
前
に
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
パ
ソ
コ
ン
電

子
出
願
」・
電
子
出
願
ソ

フ
ト
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
で

公
表
予
定
と
の
こ
と
。）。

　

そ
の
他
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
出
願
の
具
体
的
な
手
続

等
に
つ
い
て
は
先
述
の
サ

イ
ト
を
参
照
さ
れ
る
か
左

記
各
担
当
部
署
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

２
０
０
８
年
４
月
よ
り

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し

た
「
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
︱
ｉ
」

で
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
開
始

以
来
、
皆
様
か
ら
い
た
だ

き
ま
し
た
様
々
な
ご
要
望

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
操

作
面
・
機
能
面
で
少
し
づ

つ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
許
情
報
フ
ェ

ア
で
は
、
海
外
特
許
情
報

に
目
を
向
け
、「
中
国
検

索
」、
ま
た
「
ワ
ー
ル
ド
・

サ
ー
チ
」
と
し
ま
し
て
、

Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
デ
ー
タ
へ
の

検
索
、
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
デ
ー

タ
を
利
用
し
て
の
パ
テ
ン

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
照
会
な

ど
も
ご
覧
い
た
だ
き
ま

す
。「
中
国
検
索
」
で
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｉ
の
提
供
も
致
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
皆
様
に
ご
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
、
信
頼
性
の
高
い
「
発

明
通
信
社
の
デ
ー
タ
」
と

し
て
、
米
国
特
許
・
Ｅ
Ｐ
・

Ｐ
Ｃ
Ｔ
の
デ
ー
タ
も
「
Ｈ

Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
︱
ｉ
」
に
搭
載

い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
日
本
・
中
国
・
米
国
・

Ｅ
Ｐ
・
Ｐ
Ｃ
Ｔ
の
特
許

デ
ー
タ
が
「
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ

︱
ｉ
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
と
な
り
、
分
析
や

加
工
の
元
デ
ー
タ
と
し
て

の
利
用
価
値
が
高
ま
り
ま

し
た
。

　

す
で
に
ご
提
供
し
て
い

る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
ま
し

て
は
、「
意
匠
遡
及
検
索

（
１
９
９
０
～
）」
や
「
国

内
概
念
検
索
」、
そ
の
ほ

か「
検
索
結
果
分
析
機
能
」

や
「
絵
付
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
な
ど

が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
そ
の
充
実
し
た
機
能

を
是
非
ご
体
験
く
だ
さ

い
。

　

発
明
通
信
社
ブ
ー
ス
で

は
、「
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
︱
ｉ
」

の
他
、
各
種
特
許
調
査
・

各
種
デ
ー
タ
提
供
・
特
許

手
帳
の
ご
紹
介
も
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
説
明
員

に
何
な
り
と
ご
質
問
く
だ

さ
い
。

   

皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ

り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま

す
。

（１）

筆頭出願人
特許登録 （％）

（前置審査・審判段階含む）
2007 年特許出願件数（件）

（参考として）
特許査定件数 （件）

 （前置審査・審判段階含む）

1 井関農機 85.8 516 218

2 リンナイ 81.7 190 219

3 美和ロック 81 147 179

4 スズキ 79.5 294 205

5 コナミ 79.3 195 138

6 横浜ゴム 77.4 661 443

7 ダイフク 76.8 207 136

7 日立メディコ 76.8 296 169

9 浜松ホトニクス 76.1 168 220

10 本田技研工業 76 3,080 2,414

11 岡村製作所 75.9 178 224

12 三井金属鉱業 74.6 261 170

13 ヤマハ 73 993 710

14 吉野工業所 72.8 379 334

14 ゼネラルエレクトリック 72.8 842 311

16 豊田合成 71.8 589 288

17 栗田工業 71.6 186 146

18 新日本製鐵 71.4 922 828

19 アイシン ・ エィ ・ ダブリュ 71.3 575 194

20 ソフィア 70.9 264 275

21 鹿島建設 70.8 180 148

22 神戸製鋼所 70 797 512

23 ＡＤＥＫＡ 69.7 155 131

23 日産自動車 69.7 1,789 1,295

25 バンダイナムコゲームス 69.5 144 141

26 トヨタ自動車 69 9,243 2,978

27 インターナショナルビジネスマシーンズ 68.5 650 521

28 住友電装 68.1 358 220

29 住友金属工業 67.8 416 250

30 宇部興産 67.1 373 224

年次報告書 2009 年の「特許制度利用上位企業 * の出願・審査関連情報」から編集。（* 特許査定件数の上位 200 社）

特許査定件数（前置審査・審判段階含む）    特許庁の審査部・審判部において特許と判断されたものの合計。

特許登録率（前置審査・審判段階含む） 
特許庁でなされた審査段階における特許査定件数に加え、前置審査において特許査定された件数、および審判請求成立審決件数と
いった、当該年において拒絶査定不服審判請求後に特許になったものの結果を反映させたもの。
例：2008 年の特許登録率 ＝（2008 年になされた特許査定件数（審査段階）＋ 2008 年になされた前置特許査定件数＋ 2008 年に
なされた審判請求成立審決件数）／（2008 年になされた特許査定件数（審査段階）＋ 2008 年になされた拒絶査定件数＋ 2008 年に
なされた審査着手後の取下・放棄件数＋ 2008 年になされた前置特許査定件数＋ 2008 年になされた審判請求成立審決件数）
＜備考＞
各企業のデータは、筆頭出願人としてのものを暦年で計上している。
外国出願人において、複数の識別番号を有する場合、一つに束ねて計上している。
合併・分社等の後、名義変更がなされていない場合はデータに反映されていない。
昨年から今年にかけての合併・分社等による名義変更により、昨年公表した出願件数等の数字と異なる部分がある。
2009 年 4 月データ取得。

2008年における特許登録率上位 30 社
（特許庁HP特許行政年次報告書２009 年度版より当社編集）

昨
年
に
引
き
続
き
ト
ッ
プ
は
井
関
農
機
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特
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に
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る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発
想
塾

重
田
暁
彦
著

特許手帳
知財担当者にオススメ！

12 月上旬発行予定！

知財に関する情報と手帳の機能がひとつになった

人気シリーズです。打ち合わせや、外出時、気に

なった時すぐに法律や分類をチェックできます！

2010年度版

簡易国際特許分類表 /意匠分類表 /商標及び役務の
区分表 /各国産業財産権法一覧　など

スケジュール帳 /メモ帳 /住所録（別冊）

＜知財情報＞

＜スケジュール機能＞

第３回

今回は新しい機能にスポットを当て、

質問を集めてみました。どうぞ！

保存する検索式を保存する検索式を保存する検索式を
入力画面に表示入力画面に表示入力画面に表示

「式保存」クリック「式保存」クリック「式保存」クリック

マウス操作でマウス操作でマウス操作で
履歴を移動履歴を移動履歴を移動

の
概
念
検
索

半袖
＋

ノーネクタイ

今
年
の
夏
、

発
明
通
信
社
で
は

ク
ー
ル
ビ
ズ
が
ス
タ
ー
ト
！

やまちゃん
3

冷
房
も
「
弱
」
に

設
定
さ
れ
ま
し
た
。

電
気
代
は
安
く
な
る
し
、

楽
だ
し
、
最
高
だ
ね
！

エ
コ
だ
し

毎
年
や
ろ
う
よ
！

や
ま
ち
ゃ
ん

お
約
束
の
お
客
様
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
よ

！！

ど
う
か
な
？

上
下
が
違
う
の

分
か
る
？

う
〜
ん

一
瞬
で

分
か
る
よ

ロ
ッ
カ
ー
に
は

こ
れ
し
か
・
・
・

 

Ⅰ 

概
念
検
索

　
「
概
念
検
索
」
と
は
、
普
通

の
検
索
の
や
り
方
と
は
異
な

り
、「
自
然
文
」
を
入
力
す
る

こ
と
で
検
索
が
で
き
ま
す
。
通

常
行
わ
れ
て
い
る
検
索
で
は
、

特
許
の
分
類
あ
る
い
は
キ
ー

ワ
ー
ド
を
ア
ン
ド
（
Ａ
Ｎ
Ｄ
）、

オ
ア
ー
（
Ｏ
Ｒ
）
を
使
っ
て
検

索
式
を
組
み
立
て
て
行
い
ま

す
。
そ
れ
に
比
べ
て
「
概
念
検

索
」
で
は
短
文
を
入
力
す
る
だ

け
で
、
後
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ･

シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
論
理
を

作
っ
て
く
れ
て
検
索
す
る
機
能

で
す
。
か
な
り
使
い
勝
手
が
良

い
検
索
手
段
と
い
え
ま
す
。

   

得
意
な
技
術
分
野
な
ら
特
許

の
分
類
を
す
ぐ
に
思
い
浮
か
べ

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
キ
ー
ワ
ー
ド
も
次
々
に
見

つ
け
だ
す
の
に
苦
労
は
無
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
あ

ま
り
得
意
で
は
な
い
分
野
に
な

る
と
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
分
類
表
と
に
ら
め
っ

こ
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
し
、
分

類
の
定
義
な
ど
を
多
少
は
理
解

し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
特
に
、特
許
調
査
（
検
索
）

に
ま
だ
、
あ
ま
り
慣
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
方
に
は
「
概

念
検
索
」は
有
効
な
機
能
で
す
。

Ⅱ 

ラ
ン
キ
ン
グ
機
能

　
「
概
念
検
索
」
は
、
コ
ン

丁
寧
に
閲
覧
し
て

行
け
ば
も
っ
と
多

く
の
該
当
す
る
文

献
が
、
拾
え
る
で

し
ょ
う
が
、
手
間

隙
を
掛
け
ず
に
、

15
位
ま
で
を
見
た

わ
け
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
か

な
り
「
ラ
フ
」
な

や
り
方
で
あ
っ
て

も
、
い
く
つ
か
の

重
要
な
情
報
が
入

手
で
き
ま
す
。「
概

念
検
索
」
の
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

の
結
果
を
表
３
に
示
し
ま
し

た
。（
表
３
参
照
）

　

表
３
を
見
て
み
ま
す
と
、
上

位
１
位
に
テ
ー
マ
コ
ー
ド
「
４

Ｄ
０
５
９
」、
Ｆ
タ
ー
ム
「
Ａ

Ａ
０
３
」
が
合
計
頻
度
１
３
９

件
と
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
表
示
は
、「
４
Ｄ
０
５
９
Ａ

Ａ
０
３
」
と
な
っ
て
い
ま
す
）

３
０
０
件
中
の
１
３
９
件
で
す

か
ら
か
な
り
の
集
中
度
で
す

（
４
６
．
３
％
）

　

テ
ー
マ
コ
ー
ド
と
は
、
特
許

庁
が
、
特
許
文
献
ご
と
に
付
与

す
る
英
数
字
５
ケ
タ
で
表
さ
れ

た
技
術
分
野
ご
と
に
括
っ
た
Ｆ

タ
ー
ム
の
検
索
範
囲
と
な
る
技

術
単
位
を
示
す
分
類
で
す
。
こ

こ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
、「
４

Ｄ
０
５
９
」
は
、「
汚
泥
処
理
」

　

第
一
に
、
15
位
ま
で
の
文
献

に「
主
題
」に
近
い
も
の
を
マ
ー

キ
ン
グ
（
○
印
を
付
け
る
）
し

て
、再
ラ
ン
キ
ン
グ
を
行
い「
よ

り
確
信
に
近
い
文
献
」
を
探
し

出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
先
の

表
２
に
結
果
を
示
し
ま
し
た
。

　

第
二
に
は
、
上
位
に
現
れ
た

１
ツ
、
２
ツ
の
文
献
（
特
許
公

報
）に
目
を
通
し
て
み
ま
す
と
、

「
技
術
の
今
」
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
技
術
の
解
説
書
や

専
門
書
を
読
む
前
に
特
許
文
献

か
ら
充
分
な
知
識
を
得
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

第
三
に
は
、
主
題
に
マ
ッ
チ

す
る
Ｉ
Ｐ
Ｃ
あ
る
い
は
Ｆ
Ｉ
、

Ｆ
タ
ー
ム
を
見
つ
け
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
１

つ
で
あ
る
「
Ｆ
タ
ー
ム
集
計
」

　

現
在
、
知
的
財
産
管
理

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
著

者
が
、
長
年
富
士
通
で
一

貫
し
て
「
特
許
」
に
係
っ

て
き
た
経
験
知
を
生
か
し

て
、
具
体
的
な
知
的
財
産

の
開
発
手
法
と
し
て
の

「
発
想
」
の
方
法
を
具
体

例
を
挙
げ
て
分
か
り
や
す

く
説
明
。
如
何
に
頭
を
柔

ら
か
く
す
る
か
、
ま
た
多

面
的
に
物
を
見
る
必
要
が

あ
る
か
を
説
く
。

発
行　

㈱
講
談
社

定
価　

８
３
８
円
（
別
） 

                     

２
０
２
頁

Ｃ
Ｓ
Ｖ
出
力
で
図
面

も
一
緒
に
ダ
ウ
ン

で
き
ま
す
。
履
歴
を

選
ん
で
「
式
保
存
」

を
行
う
と
、
指
定
し
た
相

手
や
グ
ル
ー
プ
と
共
有
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　

保
存
式
は
「
式
参
照
検

索
」
で
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
自
分
以
外
の

ユ
ー
ザ
ー
が
作
成
し
た
保

存
式
を
利
用
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

QQ

Q

A

A

A

　

外
国
出
願
実
務
に
関
わ

る
す
べ
て
の
人
が
基
礎
か

ら
学
べ
る
英
文
レ
タ
ー
の

実
例
を
掲
載
！

　

使
え
る
英
文
が
満
載
。

発
行　

東
洋
法
規
出
版

定
価　

３
６
７
５
円（
込
）

　
　
　
　
　
　

２
４
０
頁

知
的
財
産
実
務
者
の
た
め
の

英
文
レ
タ
ー
の
書
き
方

宍
戸
嘉
一
著

日
本
弁
理
士

協
同
組
合
編

英
文 

日
本
工
業
所
有
権

法
令
集
（
バ
イ
ン
ダ
ー
）

J
apanese Laws Relating to 

Industrial Property 2009

　

本
書
は
４
章
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。「
１
．
は
じ

め
に
」
で
は
、
情
報
検
索

お
よ
び
サ
ー
チ
ャ
ー
に

つ
い
て
の
説
明
で
あ
り
、

「
２
．
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検

索
の
し
く
み
」で
は
、デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
基
本
的
な
仕

組
み
と
操
作
方
法
の
説
明

と
な
る
。

   

「
３
．
情
報
検
索
の
進

め
方
」
で
は
、
実
際
に
検

索
を
進
め
る
手
順
だ
け
で

は
な
く
、「
司
書
や
サ
ー

チ
ャ
ー
へ
の
上
手
な
相
談

の
し
か
た
」と
い
う
項
で
、

自
分
が
調
査
を
依
頼
す
る

場
合
に
は
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
、
と
い
う
こ
と

や「
図
書
館
の〝
歩
き
方
〟」

と
い
う
項
で
は
、
図
書
館

の
具
体
的
な
利
用
方
法
も

説
明
さ
れ
て
い
る
。

   「
４
．お
わ
り
に
」で
は
、

著
者
の
考
え
方
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。

　

１
章
の
冒
頭
か
ら
検
索

テ
ー
マ
と
検
索
の
方
法
が

記
載
さ
れ
て
お
り
、
検
索

に
興
味
を
持
っ
て
い
る
方

な
ら
一
気
に
引
き
込
ま
れ

る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

   

各
章
の
内
容
に
つ
い
て

も
、
具
体
的
な
例
が
豊
富

で
理
解
し
や
す
く
説
明
さ

れ
て
い
る
の
で
、
常
に
手

元
に
置
い
て
お
き
た
く
な

る
１
冊
で
あ
る
。

発
行　

ひ
つ
じ
書
房　

定
価　

２
４
０
０
円（
別
）

２
０
８
頁

社
会
人
・

学
生
の
た
め
の

情
報
検
索
入
門

味
岡
美
豊
子
著

2009 年 11 月 1日（２）（３）2009 年 11 月 1日

　

不
正
競
争
防
止
法
［
平

成
21
（
２
０
０
９
）
年
４
月

30
日
法
律
第
30
号
改
正
］

　

施
行
規
則
［
平
成
21

（
２
０
０
９
）
年
６
月
22

日
省
令
第
35
号
改
正
］
織

り
込
み
ず
み

４
法
英
訳
の
決
定
版

翻
訳　

後
藤
晴
男　
　
　

（
施
行
規
則　

事
務
局
訳
）

発
行　

Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
・
Ｊ

　
　
　

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｂ
５
判　

４
３
９
頁 

定
価　

３
６
７
０
０
円（込

）

送
料
実
費

コ
ン
パ
ク
ト
な
縮
刷
版
も

あ
り
ま
す
。

ロ
ー
ド
し
た
い
な
ぁ
。

「
Ｃ
Ｓ
Ｖ
＋
代
表
図

＋
絵
付
マ
ッ
プ
」

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
！

Excel

で
従
来
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ

デ
ー
タ
に
加
え
、
代
表
図

も
見
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

※
ご
契
約
内
容
に
よ
り
、

ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

作
成
し
た
式
を
、
社

内
の
他
の
ユ
ー
ザ
ー

と
共
有
で
き
な
い
の
？

履
歴
同
士
の
演
算

（
複
合
検
索
）
を
直

接
式
入
力
欄
で
行
う
の
は

面
倒
だ
な
ぁ
・
・
・
。

複
合
検
索
の
サ
ポ
ー

ト
機
能
を
使
用
す
る

と
、
簡
単
に
複
合
検
索
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

使
用
し
た
い
履
歴
に

チ
ェ
ッ
ク
を
付
け
て
「
複

合
検
索
」
を
行
う
と
、

チ
ェ
ッ
ク
を
付
け
た
履
歴

が
ア
イ
コ
ン
化
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
を
ド
ラ
ッ
グ
す

る
だ
け
で
、
簡
単
に
複
合

検
索
が
で
き
、
前
後
の
入

れ
替
え
も
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
ま
す
。

の
技
術
分
野
を
表
し
て
い
ま

す
。

　

Ｆ
タ
ー
ム
と
は
検
索
を
迅
速

に
行
う
た
め
の
機
械
検
索
用
に

日
本
の
特
許
庁
が
開
発
し
た
技

術
を
表
す
分
類
で
す
。
Ｆ
Ｉ
が

付
与
さ
れ
た
文
献
を
「
目
的
、

用
途
、
構
造
、
材
料
、
製
法
、

処
理
操
作
方
法
、
制
御
手
段
な

ど
」
の
種
々
の
技
術
的
観
点
か

ら
区
分
し
て
あ
る
こ
と
が
特
徴

で
す
。
こ
こ
に
あ
る
、
Ｆ
タ
ー

ム
「
Ａ
Ａ
０
３
」
は
「
水
処
理

汚
泥
」
の
技
術
分
類
で
す
。

　

分
類
表
に
首
っ
引
き
に
な
ら

な
く
て
も
、
か
な
り
の
高
い
角

度
で
該
当
す
る
分
類
を
見
つ
け

出
す
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で

す
。

  

こ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ

た
、
分
類
を
組
合
せ
て
別
途
検

索
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
今
回
は
省
略
）

　

特
許
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
「
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ

Ｔ-

i
」に
は
多
く
の
機
能
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
の
１
つ
に
「
概
念
検
索
」
機
能
が
あ

り
ま
す
。

 

Ⅰ 

概
念
検
索

　
「
概
念
検
索
」
と
は
、
普
通

の
検
索
の
や
り
方
と
は
異
な

り
、「
自
然
文
」
を
入
力
す
る

こ
と
で
検
索
が
で
き
ま
す
。
通

常
行
わ
れ
て
い
る
検
索
で
は
、

特
許
の
分
類
あ
る
い
は
キ
ー

ワ
ー
ド
を
ア
ン
ド
（
Ａ
Ｎ
Ｄ
）、

オ
ア
ー
（
Ｏ
Ｒ
）
を
使
っ
て
検

索
式
を
組
み
立
て
て
行
い
ま

す
。
そ
れ
に
比
べ
て
「
概
念
検

索
」
で
は
短
文
を
入
力
す
る
だ

け
で
、
後
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ･

シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
論
理
を

作
っ
て
く
れ
て
検
索
す
る
機
能

で
す
。
か
な
り
使
い
勝
手
が
良

い
検
索
手
段
と
い
え
ま
す
。

   

得
意
な
技
術
分
野
な
ら
特
許

の
分
類
を
す
ぐ
に
思
い
浮
か
べ

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
キ
ー
ワ
ー
ド
も
次
々
に
見

つ
け
だ
す
の
に
苦
労
は
無
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
あ

ま
り
得
意
で
は
な
い
分
野
に
な

る
と
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
分
類
表
と
に
ら
め
っ

こ
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
し
、
分

類
の
定
義
な
ど
を
多
少
は
理
解

し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
特
に
、特
許
調
査
（
検
索
）

に
ま
だ
、
あ
ま
り
慣
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
方
に
は
「
概

念
検
索
」
は
、
有
効
な
機
能
で

す
。

Ⅱ 

ラ
ン
キ
ン
グ
機
能

　
「
概
念
検
索
」
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ･

シ
ス
テ
ム
が
、
い

わ
ば
勝
手
に
検
索
し
ま
す
の
で

検
索
結
果
に
多
少
の
不
安
が
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
結
果
を

信
用
し
き
れ
な
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

ピ
ュ
ー
タ･

シ
ス

テ
ム
が
、
い
わ
ば

勝
手
に
検
索
し
ま

す
の
で
検
索
結
果

に
多
少
の
不
安
が

あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
結
果
を
信

用
し
き
れ
な
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス

テ
ム
が
、
入
力
し

た
文
章
を
解
析

し
、
入
力
文
に
近

い
概
念
の
特
許
文

献
が
第
１
位
、
第

２
位
・
・
・
と
順

番
付
け
ら
れ
て

（
ラ
ン
キ
ン
グ
さ

れ
て
）
出
力
表
示

さ
れ
る
と
い
う
利

点
が
あ
り
ま
す
。

　

検
索
結
果
一
覧

表
の
上
位
に
並
ん

だ
結
果
か
ら
「
サ

マ
リ
ー
」「
明
細

書
全
文
」
あ
る
い

は
「
図
面
」
を
閲

覧
し
て
主
題
に
該

当
す
る
も
の
を
探

し
出
し
ま
す
。
こ

の
閲
覧
は
、
簡
単

な
操
作
で
可
能
で
す
。
検
索
結

果
一
覧
表
に
表
示
さ
れ
て
い
る

「
公
報
番
号
」
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
、
表
示
さ
れ
ま
す
。（
表

１
参
照
）

Ⅲ 

再
ラ
ン
キ
ン
グ
機
能

　

最
初
の
検
索
結
果
か
ら
目
的

と
す
る
特
許
文
献
が
、
得
ら
れ

る
こ
と
は
実
は
稀
で
す
。
検
索

結
果
に
は
（
た
と
え
上
位
に
ラ

ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
て
も
）
的

外
れ
の
文
献
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
上

位
に
現
れ
た
特
許
文
献
を
閲
覧

し
、
探
そ
う
と
し
て
い
る
「
主

題
」
に
近
い
も
の
を
マ
ー
キ
ン

グ
し
て
（
具
体
的
に
は
、
有
用

な
文
献
に
は
○
印
を
付
け
、
反

対
に
不
要
な
も
の
に
は
Ｘ
印
を

付
け
）
再
度
、
改
め
て
検
索
を

す
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
「
再
ラ
ン
キ
ン
グ
機
能
」
と

い
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
変
便

利
な
機
能
で
す
し
、
大
変
有
効

な
機
能
で
す
。
目
的
と
す
る
特

許
文
献
が
、
近
づ
い
て
来
る
の

で
す
か
ら
…
。
再
ラ
ン
キ
ン
グ

の
検
索
結
果
で
は
、
新
た
に
出

現
し
た
特
許
文
献
は
、
色
が
変

化
し
て
い
ま
す
の
で
識
別
し
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
経
験
で

は
、
再
ラ
ン
キ
ン
グ
を
３
回
、

４
回
繰
り
返
し
ま
す
と
大
体
目

的
の
特
許
文
献
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

再
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
検
索
結

果
の
特
許
文
献
を
閲
覧
し
マ
ー

キ
ン
グ
す
る
や
り
方
だ
け
で
な

く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ

ム
が
選
び
出
し
た
「
検
索
語
」

を
恣
意
的
に
変
更
す
る
こ
と
で

行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
れ

は
、
検
索
入
力
文
に
含
ま
れ
て

い
な
か
っ
た
言
葉
を
検
索
語
に

す
べ
き
で
あ
っ
た
、
と
気
付
い

た
と
き
な
ど
に
は
有
効
な
手
段

で
す
。
し
か
し
、
経
験
で
は
、

検
索
語
を
追
加
し
た
り
、
削
除

し
た
り
し
て
よ
り
良
い
検
索
結

果
を
得
た
こ
と
は
、
あ
ま
り

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

選
択
し
た
検
索
語
が
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ･

シ
ス
テ
ム
の
「
思

考
」
と
異
な
る
た
め
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
追
加
し
た
り
、

削
除
し
た
り
し
て
、
検
索
語
を

触
る
よ
り
も
検
索
結
果
の
特
許

文
献
を
マ
ー
キ
ン
グ
す
る
ほ
う

が
良
い
結
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

で
す
。（
表
２
参
照
）　

Ⅳ 

全
分
野
を
対
象
に
す
る

　
「
概
念
検
索
」
に
は
沢
山
の

利
点
が
あ
り
ま
す
が
、
な
ん
と

い
っ
て
も
一
番
は
、「
す
べ
て

の
技
術
分
野
」
を
検
索
対
象
に

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ

（
国
際
特
許
分
類
）
に
し
ろ
、

他
の
分
類
に
し
ろ
「
人
が
付
与

し
た
」
も
の
で
す
。
明
示
的

か
、
暗
黙
的
か
、
い
ず
れ
に
し

て
も
技
術
分
野
を
限
定
し
て
い

ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
膨
大
な
量
の
特
許

情
報
を
効
率
よ
く
利
用
す
る
た

め
に
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
を
は
じ
め
特
許

に
付
与
さ
れ
て
い
る
分
類
は
利

用
価
値
が
高
い
も
の
で
す
が
い

わ
ゆ
る
バ
イ
ア
ス
が
掛
か
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
他
の
人
が
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
来
る

「
ズ
レ
」と
い
え
ば
良
い
で
し
ょ

う
か
。

　

そ
の
点
、
ど
こ
か
の
技
術
分

野
に
も
ぐ
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た

も
の
も
検
索
の
対
象
に
す
る

「
概
念
検
索
」
は
、
使
い
方
に

よ
っ
て
大
き
な
力
を
発
揮
す
る

場
合
が
あ
る
の
で
す
。

Ⅴ 

と
に
か
く
使
っ
て
み
よ
う
！

　

最
近
、
環
境
問
題
が
世
界
的

な
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

下
水
道
の
汚
泥
を
有
効
活
用
し

石
炭
と
混
ぜ
て
火
力
発
電
用
の

燃
料
に
す
る
技
術
が
実
用
化
さ

れ
始
め
て
い
ま
す
。

  

特
許
庁
が
発
行
し
て
い
る

「
パ
テ
ン
ト
マ
ッ
プ
・
ガ
イ
ダ

ン
ス
」
な
ど
を
調
べ
て
、
Ｉ
Ｐ

Ｃ
や
Ｆ
Ｉ
あ
る
い
は
Ｆ
タ
ー
ム

を
組
み
合
わ
せ
て
検
索
す
る
こ

と
や
、「
発
電
」
に
関
す
る
主

題
で
す
か
ら
、
電
力
会
社
を
出

願
人
に
指
定
し
て
、「
出
願
人

検
索
」
を
試
み
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
検
索
の
前
準

備
に
、
時
間
が
掛
か
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
検
索

結
果
か
ら
所
期
の
目
的
の
文
献

を
見
出
す
の
は
、
多
大
な
労
力

が
掛
か
り
そ
う
で
す
。特
に「
下

水
道
の
汚
泥
」
に
関
す
る
技
術

的
な
素
地
が
な
い
場
合
に
は
、

目
の
前
が
真
っ
暗
と
い
う
気
持

ち
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
「
下
水
の
汚
泥
を
炭

化
処
理
し
て
燃
料
と
し
、
石
炭

と
共
に
燃
焼
し
て
電
力
を
得
る

方
法
ま
た
は
そ
の
装
置
」
と
い

う
短
文
を
入
力
文
と
し
て
「
概

念
検
索
」
を
試
み
ま
し
た
。
検

索
の
対
象
は
、
公
報
種
別
も
年

度
指
定
も
何
も
指
定
せ
ず
に
、

こ
の
入
力
文
の
み
で
検
索
し
た

結
果
が
、
先
の
表
．
１
で
す
。

「
検
索
結
果
一
覧
表
」
を
眺
め

て
み
ま
す
と
、
か
な
り
の
特
許

文
献
が
狙
い
通
り
の
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

一
覧
表
に
表
示
さ
れ
た
文
献

が
、
す
べ
て
狙
い
通
り
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
少
な
く
と
も
上
位

の
特
許
文
献
は
、
か
な
り
的
を

得
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ラ

ン
キ
ン
グ
の
上
位
15
位
ま
で

の
「
要
約
」（
課
題
と
解
決
手

段
）
を
閲
覧
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
も
う
少
し
下
位
ま
で
も

　

あ
ま
り
に
も
簡
単
に
特
許
情

報
検
索
が
で
き
て
し
ま
う
Ｈ
Ｙ

Ｐ
Ａ
Ｔ-

ｉ
の
「
概
念
検
索
」

で
す
が
、
中
身
の
論
理
は
難
解

で
す
。
実
際
に
利
用
し
て
そ
の

威
力
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
と
わ
ざ
通
り「
習
う
よ
り
、

慣
れ
ろ
」
で
す
。
皆
さ
ん
も
実

際
に
触
れ
て
み
て
、
こ
の
実
感

を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

分類ガイド分類ガイド分類ガイド



笑う門には福が来る

そうだ！寄席に行こう！

大阪編

第２回は大阪営業所をご紹介いたします。

３営業所の内、最も駅の近くにあります。

御用向きの際にはお気軽にどうぞ！

湯
島

上
野

広
小
路

松
坂
屋

＜最寄り駅より＞

東京メトロ銀座線

「上野広小路駅」徒歩１分

都営大江戸線

「上野御徒町駅」徒歩 1 分

女子大生の選ぶ
イケメン落語家
29 歳以下の部
堂々の第 3位！

　

１
０
０
年
に
一
度
の
大
不

況
と
い
わ
れ
、
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
い
る
人
が
と
て
も
多

い
よ
う
で
す
ね
。
そ
こ
で
今

回
は
笑
う
こ
と
で
ス
ト
レ
ス

発
散
と
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

そ
う
で
す
、
笑
う
こ
と
は

た
だ
単
に
ス
ト
レ
ス
を
解
消

す
る
だ
け
で
な
く
、「
脳
の

活
性
化
」
や
「
免
疫
力
の
強

化
」、
ま
た
美
容
に
も
大
変

良
い
と
医
学
的
に
も
証
明
さ

れ
て
い
る
の
で
す
ぞ
。

　

派
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
結
構
通
の
方
が
多
い
日

本
の
伝
統
的
な
話
芸
で
あ
る

落
語
な
ぞ
如
何
で
し
ょ
う

か
。
一
人
だ
け
で
扇
子
と
手

拭
い
を
使
っ
て
色
々
な
人
物

を
表
現
す
る
、
そ
う
そ
う
、

ア
レ
で
す
。

　

落
語
は
室
町
時
代
末
期
か

ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て

の
御
伽
衆
の
話
が
そ
の
源
と

さ
れ
、
安
楽
庵
策
伝
（
あ
ん

ら
く
あ
ん
さ
く
で
ん
）
と
い

う
お
坊
さ
ん
が
、
滑
稽
な
オ

チ
の
つ
く
「
噺
」
を
説
教
の

高
座
で
披
露
し
て
た
い
へ
ん

喜
ば
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
江
戸

時
代
に
噺
を
聞
か
せ
る
場
所

が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
が
寄

席
で
す
。

　

東
京
に
は
い
く
つ
か
寄
席

が
あ
り
ま
す
。
上
野
鈴
本
、

新
宿
末
広
亭
、池
袋
演
芸
場
、

浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
が
有
名
で

す
が
、
小
さ
な
寄
席
も
沢
山

あ
り
、
中
に
は
銭
湯
寄
席
、

落
語
カ
フ
ェ
な
ど
も
・
・
。

　

東
京
・
上
野
は
松
坂
屋
前
、

広
小
路
角
の
寄
席
「
お
江
戸

上
野
広
小
路
亭
」（
東
京
都

台
東
区
上
野
1-

20-

1
）

に
行
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
入
り
ま
し
ょ

う
！
一
番
太
鼓
の
音
に
釣

ら
れ
て
、
さ
あ
木
戸
銭
は

２
０
０
０
円
（
シ
ル
バ
ー
は

１
５
０
０
円
）
で
す
。
そ
う

い
え
ば
一
番
太
鼓
は
会
場
時

に
「
ド
ン
ド
ン
と
来
い
」
と

聞
こ
え
る
よ
う
に
、「
追
い

出
し
」
と
い
わ
れ
る
終
演
太

鼓
は
「
出
て
け
出
て
け
」
と

聞
こ
え
る
よ
う
に
た
た
く
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　

90
席
ほ
ど
の
会
場
に
は
、

一
見
し
て
中
高
年
の
お
客
様

が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
楽
し
く
笑
っ
て
過
す
の

に
ち
ょ
う
ど
良
い
空
間
な
の

で
し
ょ
う
か
。
昼
の
部
な
ど

お
年
寄
り
の
常
連
さ
ん
が
多

い
と
か
。
今
日
は
「
し
の
ば

ず
寄
席
」
と
称
し
、
落
語
芸

術
協
会
、
立
川
流
、
円
楽
一

門
な
ど
、
他
の
寄
席
で
は
味

わ
え
な
い
各
派
合
同
出
演
の

日
。
前
座
さ
ん
、
二
つ
目
さ

ん
、
真
打
さ
ん
、
そ
の
他
色

物
（
落
語
以
外
の
演
目
）
が

入
り
、
人
情
噺
や
滑
稽
噺
、

ま
た
ハ
ー
モ
ニ
カ
漫
談
等
を

楽
し
ん
で
の
３
時
間
で
し

た
。
皆
さ
ん
に
こ
に
こ
と
満

足
顔
で
帰
っ
て
い
か
れ
ま
し

た
。

　

突
然
で
す
が
こ
こ
で
問

題
。
落
語
特
有
の
言
葉
が

色
々
あ
り
ま
す
が
お
分
か
り

で
す
か
？

「
香
盤
」　
「
天
狗
連
」　　

「
ヤ
カ
ン
」「
膝
代
わ
り
」・・・

お
判
り
の
方
は
ご
一
報
を
。

　

さ
て
、
終
演
後
、
前
座
の

春
風
亭
昌
吉
さ
ん
を
楽
屋
に

訪
ね
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

楽
屋
待
ち
し
て
頼
み
込
ん

で
春
風
亭
昇
太
さ
ん
の
３
番

目
の
弟
子
に
な
っ
た
と
い
う

昌
吉
さ
ん
は
御
年
29
歳
、
こ

の
世
界
に
入
っ
て
２
年
と
少

し
で
す
。
地
元
の
大
学
、
更

に
東
京
の
さ
る
有
名
大
学
へ

進
ん
だ
が
、
サ
ー
ク
ル
で
お

笑
い
に
目
覚
め
て
し
ま
っ
た

と
の
事
。「
落
語
は
面
白
～

い
！
！
」

　

前
座
さ
ん
の
仕
事
は
、
楽

屋
の
掃
除
か
ら
ネ
タ
帳
の
書

込
み
、
師
匠
へ
の
お
茶
だ

し
、
ま
た
着
付
け
、
高
座
の

座
布
団
返
し
な
ど
な
ど
目
の

回
る
忙
し
さ
で
す
。
ち
な
み

に
お
休
み
は
全
く
無
し
だ
と

か
。
苦
労
と
思
う
事
は
？

「
な
い
で
す
！
」　

そ
ん
な
落

語
の
魅
力
と
は
？
「
人
間
の

通
時
的
な
普
遍
性
が
描
写
さ

れ
て
い
る
し
、
落
語
家
は
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
の
面

も
、
ま
た
作
家
と
し
て
の
面

も
あ
る
。
ま
く
ら
噺
、
噺
の

構
成
、
全
体
の
演
出
な
ど
実

に
創
作
的
で
、
ま
た
お
客
様

の
直
の
反
応
に
常
に
さ
ら
さ

れ
る
こ
と
は
非
常
に
ス
リ

リ
ン
グ
だ
」、
な
ど
な
ど
明

快
に
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し

た
。
毎
日
が
楽
屋
入
り
と
稽

古
で
忙
し
い
昌
吉
さ
ん
、
で

は
今
の
と
こ
ろ
女
性
に
目
は

向
き
ま
せ
ん
ね
と
投
げ
る
と

「
向
き
ま
す
」
と
、
そ
こ
は

お
若
い
方
、
即
座
の
お
答
え

で
し
た
。
真
打
に
な
る
ま
で

平
均
１
５
、６
年
は
か
か
る

と
の
事
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
ね
。

　

皆
さ
ん
も
是
非
一
度
足
を

お
運
び
に
な
っ
て
は
如
何
で

し
ょ
う
。
寄
席
の
魅
力
に
は

ま
る
か
も
・
・
・
。

　

終
演
後
の
雑
事
を
こ
な
し

な
が
ら
、
一
生
懸
命
質
問
に

答
え
て
下
さ
っ
た
昌
吉
さ

ん
、
ま
た
快
く
取
材
を
許
可

　

さ
て
、
問
題
で
す
。

　

日
本
一
長
い
商
店
街
は
ど

こ
で
し
ょ
う
？

　

そ
れ
は
大
阪
の
「
天
神
橋

筋
商
店
街
」
で
す
！
そ
れ
で

は
天
神
橋
筋
商
店
街
に
つ
い

て
少
し
解
説
を
。
１
丁
目
か

ら
８
丁
目
ま
で
の
気
が
遠
く

な
る
ほ
ど
長
い
長
い
商
店

街
。
全
長
2.6
キ
ロ
メ
ー
ト

　

秋
色
に
染
ま
っ
た
街
に
目

も
く
れ
ず
、
今
年
も
我
が
発

明
通
信
社
は
こ
の
特
許
情
報

フ
ェ
ア
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
５
月
に
「
知
財

教
育
セ
ミ
ナ
ー
」
と
銘
打
っ

て
特
許
実
務
初
心
者
の
方
々

の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
、
ま
た
７
月
に
は
「
怒
涛

の
５
ヵ
所
開
催
「Leading 

Sem
inar

」
を
東
京
、
横
浜
、

大
宮
、
名
古
屋
、
大
阪
で
開

催
し
ま
し
た
。
お
陰
様
で
ご

好
評
を
い
た
だ
き
、
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

先
日
、
秋
を
探
し
に
鎌
倉

に
行
き
ま
し
た
。
鶴
岡
八
幡

　

さ
て
フ
ェ
ア
会
場
の
熱

気
に
押
さ
れ
、
お
疲
れ
気

味
の
方
に
こ
ん
な
ク
イ
ズ

で
少
し
お
休
み
に
な
っ
て

は
如
何
で
し
ょ
う
？　

み

な
秋
に
ち
な
ん
だ
魚
と
花

で
す
が
何
と
読
む
で
し
ょ

う
か
。
お
判
り
に
な
っ
た

方
は
弊
社
ブ
ー
ス
に
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
を
。
正
解
の

方
、
先
着
10
名
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
～

す
。

　

秋
刀
魚
（
大
根
お
ろ
し

　
　
　

で
！
）

　

魳　
（
干
物
も
美
味
）

　

鰰
（
し
ょ
っ
つ
る
鍋
で

　
　
　

も
）

　

吾
亦
紅（
歌
で
も
有
名
）

　

石
蕗　
（
黄
色
の
花
）

宮
の
鳥
居
前
の
通
り
、
右
突

き
当
た
り
に
「
宝
戒
寺
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
お
寺
は
鎌

倉
幕
府
の
執
権
、
北
条
氏
の

屋
敷
跡
地
で
、
８
７
０
余
名

の
一
族
郎
党
、
共
に
滅
亡
し

た
北
条
氏
の
霊
を
弔
う
た
め

に
後
醍
醐
天
皇
が
建
立
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
境
内

の
そ
こ
か
し
こ
に
白
萩
が
咲

き
乱
れ
、
想
い
は
は
る
か

６
百
数
十
年
前
を
巡
り
ま
し

た
。

ル
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
屋
か
ら

鉄
砲
屋
ま
で
何
で
も
取
り
揃

い
、
い
か
に
も
雑
多
な
大
阪

と
い
う
雰
囲
気
の
元
気
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
溢
れ
た
街
な
の

で
す
。

　

商
店
街
の
南
の
端
に
は
春

は
桜
、
秋
は
紅
葉
が
美
し
い

大
阪
天
満
宮
が
ひ
っ
そ
り
と

た
た
ず
ん
で
お
り
、
ま
た
戦

後
60
年
振
り
の
復
活
と
な
っ

た
落
語
専
門
の
定
席
、
繁
昌

亭
が
す
ぐ
そ
ば
で
繁
盛
し
て

い
ま
す
。

　

大
阪
に
お
越
し
の
際
は
一

度
こ
の
長
い
長
い
商
店
街
を

歩
い
て
み
て
下
さ
い
。
き
っ

と
お
も
し
ろ
い
物
が
み
つ
か

る
は
ず
で
す
！

　

そ
し
て
そ
の
天
神
橋
筋
商

店
街
の
傍
ら
に
当
社
の
大
阪

営
業
所
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
９
番
ウ
ッ
ド
の
調
子

が
良
い
と
ほ
く
そ
笑
ん
で
い

る
大
阪
営
業
所
長
の
山
田
を

筆
頭
に
、
映
画
に
つ
い
て
は

こ
の
人
に
語
っ
て
頂
き
ま

し
ょ
う
宮
石
、
休
日
は
子
供

と
釣
り
三
昧
の
良
き
父
小

田
、
甘
い
物
大
好
き
の
イ
ケ

メ
ン
パ
パ
土
井
、
そ
し
て
お

蕎
麦
も
蕎
麦
粉
か
ら
作
っ

ち
ゃ
う
こ
だ
わ
り
派
の
吉
原

と
お
笑
い
を
地
で
行
く
５
名

の
営
業
マ
ン
を
、
体

育
会
系
紅
一
点
の
登

が
引
き
連
れ(

笑)

こ
の
７
名
で
関
西
の

知
的
財
産
業
界
に
寄

与
す
る
た
め
、
日
夜

頑
張
っ
て
い
ま
す
！

2009 年 11 月 1日（４）

し
て
下
さ
っ
た
永

谷
商
事
さ
ん
、
本

当
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

客席は３階です。前の席は畳に座椅子で
くつろげますよ～！高座中でも飲食はOK。


